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はじめに 

モーターボート競走は、昭和27年4 月6 日、長崎県大村 

市で初開催を迎えた。しかし、ようやく実現にこきつけた 

とはいうものの準備万端ととのえて初開催に至ったわけて 

はなく、 どうしても早い時期に初開催を実施しなければな 

らなかった大村市側の事情と熱意に押し切られた形でハテ 

ストレースクの意を含めての開催であった〇 

初開催前夜まてかかって施設の手直しを行い、これに並行 

して模擬レースをする。一方では、てきあかった投票所に 

大きな図面を拡げ、紙で作ったポートを動かしながら競走 

の進行を説明するという状況である。 

その説明を行った連合会の職員ですらモーターボートの 

レースを見たこともない、文字どおりの暗中模索でゾなん 

としても初開催を成功させなければならないい とする関係 

者の熱意だけでネ刀開催へと突き進んたのであった。 

初開催が実施された昭和27年という時代を公営競技の側 

から見ると、昭和23年11月に福岡県小倉市でネ刀開催された 

競輪が予想以上の成果をおさめたことから、財政赤字に悩 

む地方自治体は我も、我もと競輪の施行を決定し、その数 

は60カ所にも達するという勢であったo 

また、昭和25年10月に千葉県船橋市でネ刀開催を実施した 

オートレースも、当時すでに5場が開設していた。 

さらに、長い歴史を持つ競馬もあったから、新旧公営競 

技か互いに競争し合うという厳しい時代でもあった。 

そこへ、日本では極めて馴にメの薄いモーターボート競走 

が誕生したのである。モーターボート競走法が成立した時 

点ですでに、公営競技に財源を求める地方自治体の大部分 

は競輪やオートレースを実施しているという状態にあった 

こうした状況の中で、モーターボート競走を実施したい 

と名乗りをあげる地方自治体の大部分は、後背地人口が少 

なく公営競技を実施しても成算かたたないため、公営競技 

o 

の実施をためらった自治体であったり、条件が悪いため競 

輪の誘致に失敗したというような自治体であったりした。 

しかし、ハともかく財源か彰くしいいの一心て名乗りをあげた 

施行者は、最低限の経費で競走を実施し、急場しのきの財 

源としなけれはならないという「お家の事情」 を抱えてお 

り、一日も早く開催しなければならなかったのであるo 

そのような状況の中でできあかった施設といえば、土盛 

リのスタント、水面に何本かの杭を打って標識を立て、や 

っと雨露をしのげる競技部といったような粗末なものばか 

りで、あった。 

困難は施設の建設だけではなかった。レースの最低要イ牛 

である選手がいない、ボート・モーターがない、審判員、 

検査員もいなければ整備員もいない。もっと正確に言えは 

要員の指導教育にあたる「モーターボート競走に精通した 

人」 さえもかわずか1・ 2名という状況であったのである〇 

このように「無」 から「有」 を生まなければならないと 

いった最悪の条件下で、財政赤字に追われる施行者は初開 

催を急ぎ、運輸省、連合会をはじめとする関係者はモータ 

ーボート競走事業の浮沈をかけてこれに応えたのである。 

そ才功、ら30年を経た今日、モーターボート競走は公営競 

技中最高の売上をおさめ、施設も小規模てはあるが一番充 

実していると言われている。 

モーターポート競走か他の公営競技を上回る成長をとげ 

た理由として、ある人は早くから施設改善に着手したこと 

をあげ、ある人は高配当の出やすいレース形態をあげ、ま 

た、ある人は競技運営の厳格さをあげる。そのどれもが全 

て正解であろう。しかし、真にモータ→」ぐ’ート競走か今日 

の発展をとげた理由は、、、ファンあっての、ファンのための 

モーターボート競走阜の理念をつらぬき、その時イ七、時什こ 

に応じて常にファンの求めるレースを、競技運営を提供し 

てきたからにほかならないo 

モーターボート競走は30年の歴史の中で幾度か大きな改 

革を行ってきた。数回に亘って実施されたスタートゾーン 

の短縮、昭和36年のフライング返還、失格条項の厳格な適 

用、関係者自らが申し合せで実施した施設改善、そのどれ 

もか自ら己れに苫しみを与えるものであった。それが実行 

できたのは、常に 「ファンのために・・・・・・」 の基本理念があ 

ったからである。 

競技運営の歴史は創意と工夫の歴史であり、合理化の歴 

史であるご世界中に前例がないい という不利な条件を逆に 

阜改善を重ねることを恐れない心という強靭なフロンティア 

意識に置き変えていった先人の努力とその歴史をふり返っ 

てみたい〇 

▲第18回鳳鳳賞競走（昭和58年3 月・平和島競走場） 
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